プレスリリース
世界の舞台に台湾のホテルが新たに１軒
Villa 32が世界でいちばん美しいリゾートホテル・チェーン
「ルレ・エ・シャトー」協会に加入
台湾で唯一この輝かしい誉れあるホテルに
Villa 32は、2006年に、旅の世界的ベンチマークとなっているコンデナスト・トラベラー誌（Condé Nast TRAVELER）に2006年のもっともホットなホテルとして選ばれ、台湾、中国大陸ならびに香港・マカオの中では、唯一「もっともホットな」ホテルとして栄誉ある評価をいただいております。これに続き、この度、世界的なホテルの会員組織である世界でいちばん美しいホテル・レストランのチェーンとの誉れ高い「ルレ・エ・シャトー協会」（Relais & Châteaux）に新たに認められて、2010年からルレ・エ・シャトー協会に加わることとなりました。お陰さまで、世界的に著名な多くのリゾートホテルおよびミシュランレストランと名を連ねるというこのような輝かしい誉れを享けたホテルとしては、台湾では唯一でございます。
· 台湾のリゾートホテルというブランドを世界の舞台に羽ばたかせて、いっそう広まってゆくよう、Villa 32はそう願っております。
世界的にも定評があり、ホテルや旅におけるミシュランガイドとも言われるルレ・エ・シャトー協会（Relais & Châteaux）の2010年版ガイドブックが、この度発行され、2010年の新たに加入の認定を受けた31軒の会員ホテルリストが公表されました。台湾、台北市の北投区にある最高水準を誇る温泉リゾートホテルであるVilla 32もリストにのぼり、正式にこの会員組織に入会しております。ルレ・エ・シャトー協会より選出されたことは、台湾にあるホテルとしては、はじめての快挙でもあります。それと同時に、台湾はハンガリー、マカオとともに2010年のもっとも旅をするのにふさわしい新たなリゾート地としても選ばれています。本日（12月17日現在）Villa 32が記者会見を開催いたしましたのも、はじめての台湾からのルレ・エ・シャトー協会の会員施設といたしまして、これからまさにサービス業を主軸とする台湾の観光業界がさらなる発展を遂げようとするこの正念場において、台湾のリゾートホテルというブランドが世界を舞台に羽ばたき、いっそうの広まりをみるよう努めて参りたい所存で、国内の観光産業に斬新な一面をもたらすよう、ひとえに期待してやみません。
ルレ・エ・シャトー協会代表のステファーヌ・ジュンカ氏（Mr. Stèphane Junca）を台湾にお迎えした席での、氏のお話によりますと、今年は86軒のホテルがルレ・エ・シャトー協会への加盟を申請したということです。そして、厳格な審査をクリアして選出されたのは3つのリゾート地および31軒の魅力あるホテルと洗練されたレストランで、新たにヨーロッパに17軒、南・北・中央アメリカに6軒、アフリカに2軒、オセアニアに2軒、アジアに5軒がメンバーに加わりました。現在、台湾、中国大陸ならびに香港・マカオには3軒のホテルのみがルレ・エ・シャトー協会の会員施設となっております。
· ルレ・エ・シャトー協会（Relais & Châteaux） ― 世界のいたるところで、ご当地ならではのラグジャリーな手厚いおもてなしを体験ください。
ルレ・エ・シャトー協会（Relais & Châteaux）は、フランスで1954年に設立され、世界中のトップクラスのホテルやレストランが加盟する会員組織で、その広がりは世界57か国にのぼります。各会員施設には、毎年、専門家による厳正な基準にもとづいた監査が行われています。伝統とコンテンポラリーな独創性を持ちあわせながら、自然からの恵みとラグジャリーなおもてなしでもってゲストをお迎えするというスローガンのもと、独特の持ち味と申し分のないおもてなしを約束するホテルやレストランをそのパートナーとして迎えています。そのおもてなしの粋は、世界中からおとずれたゲストに、ほかにはないリゾート体験をもたらしていることから、ルレ・エ・シャトー協会が本物の旅を約束する代名詞となっていることからも伺い知ることができます。ルレ・エ・シャトー協会は、現在480軒の会員施設を数え、施設の数だけ異なるスタイルの、まさに多彩なホテルやレストランで構成されています。ロマンチックな城、田舎のオーベルジュ、異国情緒豊かなパラダイス、山のシャレ、野生動物保護区のロッジ、それにコンテンポラリーな邸宅さえあります。日本においては、箱根の著名な温泉旅館である強羅花壇や、北アフリカの世界的にも名立たるツァラツリートップ・ロッジ（Tsala Treetop Lodge）や、二度もコンデナスト・トラベラー誌に年間読者賞のゴールド・リスト（The Gold List）にあがったイン・アット・リトル・ワシントン（The Inn At Little Washington）などなど、どれも世界的に名を馳せているラグジャリーな旅にはうってつけの最たる施設の顔ぶれです。特筆に値することに、ルレ・エ・シャトー協会には、ミシュランの星付きシェフがおよそ350の星を数え、フランスのル・プレ・カトラン（Le Prè Catelan）やイタリアのル・カランドレ（Le Calandre）の3ツ星に輝くレストランもルレ・エ・シャトー協会の会員施設です。2009年、イタリア国内でミシュラン3ツ星に輝いたレストランは合わせて6軒ですが、わずか1軒だけがルレ・エ・シャトー協会のメンバーではなかったのです。フォーブス（Forbes.com）によると、世界でもっともラグジャリーな11のご馳走リストでも、その代表とするレストランであるニューヨークのダニエル・ブゥルー（Daniel Boulud）とカリフォルニア州ナパバレーのフレンチ・ランドリー（The French Laundry）は、ともにルレ・エ・シャトー協会の会員施設であることからしても、ルレ・エ・シャトー協会がその独特の持ち味を前面に押し出していることをよりいっそう引きたてています。
· Villa 32 ― 賓客にいつまでも心に残るような思い出づくりを、こころを込めてお手伝いいたします。
55 年間にわたり、ルレ・エ・シャトー協会（Relais & Châteaux）は、一貫して5C で表される共通の価値基準を提唱し続け、維持しています。その求める価値基準とは、Courtoisie（質の高いもてなしと細かい心遣い）、Charme（外観と内装の洗練）、Caractère（独特の持ち味のスタイル）、Calme（静かでリラックスできることを保証する静寂の環境）、Cuisine（ルレ・グルマンに代表されるもっとも高いスタンダードに見合う世界的に有名なグルメ）です。ルレ・エ・シャトー協会は、加入申請された各施設ならびにこれまでの各会員施設に対しても、クオリティー審査としての覆面監査を繰り返し行い、厳選に厳選を重ね、はじめて入会の認定あるいは会員施設の会員資格剥奪が判断されます。一般に、新たに加入を果たすことのできる施設の比率は、およそ申請の三割から四割ほどです。くしくも、この5Cに表されている厳格な選考基準は、Villa 32の経営理念とも合致しております。Villa 32の創設者である邱 明宏 氏は、4年の歳月をかけて、まるで芸術品でも創出するような心持ちで、細心の注意を払いながらVilla 32を築きあげ、新たな１ページが世界の温泉リゾートホテルに刻まれることを志しました。現在の取締役会長 邱 泰翰は、2004年の設立当初からVilla 32を率いて、創設者の「もっともいいものだけを、二番はなし」という経営理念を堅持し続けております。泉、木、樹、石の美しさにくわえ、「細かなおもてなし」を不断の努力として掲げ、いつまでもお客さまのこころに残るリゾートホテルでの思い出となることをお手伝いするため、毎年、厳しい訓練を経た「紳士と淑女」によるラグジャリーで、全身全霊を注いだおもてなしで、ひとりひとりのお客さまをお迎えしております。質に対して根源的なこだわりを置くことで、Villa 32は、台湾のリゾートホテルにおいて異彩を放つラグジャリーな余暇のベンチマークとなり、また、観光局からも数回にわたって世界へ向けたプロモーション「台湾之美」で、重点項目ともなっております。
取締役会長 邱 泰翰は、Villa 32が6年目を迎えると同時にルレ・エ・シャトー協会（Relais & Châteaux）に選出されて加わったことについて、Villa 32のサービスの質の高さに対する評価であるとともに、世界からも質への取り組みを評価いただいたと自負しております。今年の9月にルレ・エ・シャトー協会に加入してから、取締役会長 邱のもとには、おおくの会員施設からのタイアップのお誘いをいただいており、なかには錚々たるトップクラスのホテルやミシュランレストランの面々もみえ、現在各位とその実現に向けて取り組んでおります。取締役会長 邱は、今後は毎年において人材の交流を計画することを考えております。一方で、ミシュランシェフを客員シェフとして台湾にお招きし、他方においてVilla 32のシェフのJimmyやバトラー・チームが世界各地の名立たるホテルに出向いて、切磋琢磨しながら、もてなしについての交流を深めてゆくというようなコラボ形式によって、それぞれの客員シェフが西洋と中華の文化の精粋を捉えて、かつ融合させることで、より多くの創意工夫が花火の如く放たれるものと信じております。
この5年間において、Villa 32は、細かなおもてなしを堅持しながら、徐々にではありますが好評を博し、特に今年のような不景気のなかにおいても市場の低迷にあらがいながら、Villa 32全体の営業売上は、なお順調な伸びをみせています。お陰さまで、Villa 32のスタッフ一同にとりましては、たいへんな心強い励ましとなっております。
ここ数年、台湾出身のメジャーリーガーである王 建民 氏（Mr. Wang, Chien-Ming）が世界を舞台にご健闘をされたり、台湾を代表するコンテンポラリー・ダンス・グループ「雲門舞集」（クラウド・ゲイト舞踊団／Cloud Gate Dance Theater）の創設者で舞蹈家の林 懷民 氏（Mr. Lin, Hwai-Min）がタイム誌の「アジアの英雄」に選ばれたり、また台湾がはぐくんだファッション・ブランドの夏姿（シャーヅー／SHIATZY CHEN）が台湾初のフランス進出を果たすなど、各界でご活躍しております。いずれも世界に向けて台湾が発信され、台湾という土地柄をもっとよく知っていただけたことと存じあげます。Villa 32におきましても、この度、ルレ・エ・シャトー協会の会員施設としての栄誉にあずかることで、台湾における観光・旅行業界が世界の舞台への扉を新たにひとつ切り開いて、燦々と輝いてゆくことをせつに願っております。
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お問い合わせ先：
 e-mail: pr@villa32.com
Villa 32三二行館 台北市北投區中山路32號   

Tel：02-6611-8888  Fax：02-6611-5000
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